
尼崎市経済環境局 

産業廃棄物対策担当 宛 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書等提出シート 

下記1の書類について、別添のとおり提出します。 

記 

1 提出書類 

＜該当を選択＞ 

●産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 1部） 

団産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF 国1部） 
●特別管理産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 部） 

■ 特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF・書類 部） 

2 提出者 

（住所） 〒 660- 8533 
兵庫県尼崎市東浜町一番地 

（名称・代表者氏名） 

株式会社 大阪チタニウムテクノロジーズ 

代表取締役社長 杉崎 康昭 

3 対象事業場 

（所在地）〒 660-8533 
兵庫県尼崎市東浜町一番地 

（名称） 

株式会社 大阪チタニウムテクノロジーズ 

（事業場コード（6 桁）) 927040 

4 事業場データ 

（業種コード（4 桁）) 

2319 

（業種名） 

その他の非鉄金属第1次製錬・精製業 

（フレーム：製造業は製品出荷額、その他は従業員数） 

43,074百万円 ・697人 

5 ご担当者 

（所属）安全環境防災部環境防災グループ 

（氏名）井崎 哲也 

（電話） (FAX) 

06-6413-9241 06-6413-4346 

(E-mail) 

K- BOUSAIG@osaka-ti.co.jp 

（その他事業所） 

本用紙は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第11項及び第12 条の2第12項で定める公表対象の様式では 

ありませんので、同法により公表することはありません。 

ただし、別添の様式はすべて公表されますので、別添の様式中に個人情報等を記載しないようご注意ください。 



様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

尼崎市長 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12
その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

殿 

産業廃棄物処理計画書 

令和5 年 6月 22 日 

提出者 

住所 尼崎市東浜町一番地 

エ々 株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ 
」A“加 代表取締役社長 杉崎 康昭 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

尼産廃 

弟 号 

ーに 口 っっ 
v・u‘乙一乙 

ず気収：受入sか 

讐鋤縛潜 

事 業 場 の 名 称 株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ 

事 業 場 の 所 在 地 尼崎市東浜町一番地 

計 画 期 間 令和5年4月1日から令和6年3月31 日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 2319 その他の非鉄金属第一次精錬・精製業 

②事業の規模 令和4年度 43 , 074 百万円 

③従業員数 697名（令和5年4月1日現在） 

④産業廃棄物の一連 
買亡需費李器ー 一 
の処理の工程 

別紙のとおり 

日本産業規格 A列4 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙のとおり 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 
別紙のとおり 

①現状 

排出量 t t 

（これまでに実施した取組） 

汚泥の含水率を低減させるための取り組みにて、毎年徐々にではあるが、 
含水率が低下してきた。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

排出量 

別紙のとおり 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

汚泥の含水率低減を継続して取り組んでいく。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

廃棄物の分別は定着している。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

分別パトロールを実施し、管理レベルの維持向上に努める。 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

別紙のとおり 
t t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

別紙のとおり 
t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 別紙のとおり t t 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 t t 

（これまでに実施した取組） 

汚泥の含水率を低減させる取り組み模索 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

別紙のとおり t t 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

汚泥の含水率を低減させるためのテスト並びに投資 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃垂三助り（フう禾電米百 
！~ノI 、’ソ“小 I~ －一 －~ノ、ハ 

自ら埋立処分又は 
別紙のとおり 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

①現状 （これまでに実施した取組） 

特になし 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 別紙のとおり 

撫洋投人うl!1分を行っ 

産業廃棄物の量 
t t 

②計画 （今後実施する予定の取組） 

特になし 

ミ廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

全処理委託量 t t 

ロH玄4‘フ、 し4－コい 
刀リnハvノくー‘J ソ 

優良認定処理業者への 

処理委託量 
t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

可能な限り再生利用業者へ委託できる様、廃棄物処理計画を模索してき 

た。 



（第5面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

全処理委託量 十 t 
ロ‘I4げり、 1 」一、1／、 

優良認定処理業者への 
力リホ氏vノと~っリ 

処理委託量 し t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

再生利用業者への産業廃棄物委託量の拡大推進 

※事務処理欄 



（第6面） 
備考 

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 
と。 

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請 

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ 
事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま 
での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 
処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 
令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 
施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 
る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ 
の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 
種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 
すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき 
は、 「－ 」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 



当該事業場において現に行っている事業に関する事項 
〇産業廃棄物の一連の処理のエ程 

原料 

◇ 
精製 

II
梱包 

◇ 
製品他 

0600廃プラスチック類 

0200汚泥 
0300廃油 
0500廃アルカリ 
1200金属くず 
1300ガラスくず、コンクリート〈ず及び陶磁器くず 
1400鉱さい 

0800木くず（パレット） 

幻00安定型混合廃棄物（廃プラスチック類、金属くず、ゴムくず） 
2200管理型混合廃棄物（廃プラスチック類、金属くず、ゴムくず） 
2420ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 

（石綿含有産業廃棄物） 
2500水銀使用製品産業廃棄物 

（ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、金属くず、廃プラスチック類） 



0200 汚泥 

収集運搬＜委託： 

収集運搬く委託： 

収集運搬く委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬く委託： 

収集運搬く委託： 

収集運搬＜委証： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬く委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託； 

収集運搬＜委証： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

0300 J iUJ 
収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

収集運搬＜委託： 

早来工営株式会社 

早来工営株式会社 

株式会社摂津清運 

大栄環境株式会社 

株式会社やまのべ 

株式会社海成工業 

株式会社内田商店 

株式会社見瀬商店 

白瀬浚渫興業株式会社 

株式会社摂津清運 

株式会社摂津清運 

株式会社海成工業 

株式会社摂津清運 

株式会社海成工業 

株式会社木戸運輸 

株式会社海成工業 

株式会社木戸運輸 

株式会社木戸運輸 

早来工営株式会社 

泉興業株式会社 

イワタニ・］コ・ロジ株式会社 

株式会社サンエム 

0500 廃アルカリ 

収集運搬＜委託： RU株式会社 

αi(x）廃フラスチック類 

収集運搬く委託： 株式会社摂津清運 

飴00 木くず（ハレッ！、； 

収集運搬＜委託： 泉興業株式会社 

焼却 

中和 

焼却 

埋立処分 

埋立処分 

埋立処分 

埋立処分 

埋立処分 

脱水 

埋立処分 

固形化 

固形化 

埋立処分 

埋立処分 

埋立処分 

埋立処分 

固形化 

埋立処分 

＜委託 

＜委託 

＜委託 

一 委託 

、、委託 

＜委託 

＜委託 

く委託 

＜委託 

＜委託 

＜委託 

＜委託 

中間処理 

中間処理 

中間処理 

最終処分 

最終処分 

最終処分 

最終処分 

最終処分 

中間処理 

最終処分 

中間処理 

中間処理 

最終処分 

最終処分 

最終処分 

最終処分 

中間処理 

最終処分 

早来工営株式会社 

三友フラントサービス株式会社 

DIN S関西株式会社 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

大阪湾広域臨海環境整備センター 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

大阪ベントナイト事業協同組合 

大栄環境株式会社 

株式会社セーフティーアイランド 

株式会社セーフティーアイランド 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

株式会社セーフティーアイランド 

大栄環境株式会社 

一 

」 

‘
じ
 

ノ
い
」
 

ノ
ト
」
 

ノ
十
」
 

ノ
レ
」
 

・．n 

一u

一：一り 

「
ゴ
p
 

一一．－ロ 

一‘・一ロ 

ェ
誓
干
を
委
委
委
委
 

＞→ 焼却 ＜委託 

＞→ 焼却 ＜委託 

＞ー 油水分離 ・ 委託 

＞一 油水分離 委託 

＞ー 中間処理 

＞ー→ 中問処理 

＞ー 中間処理 

＞一→ 中問処理 

＞→ 再利用 

早来工営株式会社 

西播商事株式会社 

岩谷化学工業株式会社 

岩谷化学工業株式会社 

＜

」

 

＞→ 原料化 く委託 

＞一 破砕 

＞→ 破砕 

株式会社レックスRF 

株式会社摂津清運 

泉興業株式会社 

>―中 中間処理 

＞→ 中間処理 



1200 金属くず 

収集運搬＜委託： 株式会社シマブンコーホレーション ＞一→ 破砕 

i:oo ガラスくず、コンクH トくず及び陶磁器く 

収集運搬＜委託： ニッボウ興産株式会社 
>-. 

溶融 

収集運搬く委託： 株式会社摂津清運 
>-. 

埋立処分 

収集運搬＜委託： 株式会社罵聿清運 
＞ー→ 

埋立処分 

収集運搬＜委託： 株式会社摂津清運 
＞一→ 

破砕 

収集運搬＜委託： 株式会社海成工業 
>-

埋立処分 

H叩 鉱さし、 

収集運搬＜委証‘ 株式会社摂津清運 ＞一 埋立処分 

収集運搬く委託： 株式会社摂津清運 ＞ー→ 埋立処分 

収集運搬＜委託： 株式会社海成工業 ＞ー→ 埋立処分 

2RX）安定型混合廃棄物（廃ソラスチック類、金属くず、ゴムくず） 

、一 

＞一 中間処理 亡： 株式会社シマブンコーホレーション 口
 

＞ー→ 中間処理 

＞ー→ 最終処分 

＞ー 最終処分 

＞ー→ 中間処理 

＞→ 最終処分 

共英製鋼株式会社 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

株式会社摂津清運 

大阪湾広域臨海環境整備センター 

‘
い
J

一 

、」ロ 委
 

＞一→ 最終処分 

＞ー→ 最終処分 

＞ー→ 最終処分 

＞一 中間処理 

＞ー・ 中間処理 

＞→ 中間処理 

＞ー 最終処分 

大栄環境株式会社 

大栄環境株式会社 

・f
ー
】
 

ノ
r
l
】 

一 

委
 

ぐ、 

委
 
委託： 大阪湾広域臨海環境整備センター 

ノ
レ
L
 

収集運搬＜委託： 泉興業株式会社 ＞→ 破砕 く委託・ 泉興業株式会社 

2200 管理型混含廃棄物（廃プラスチック類、金属くず、ゴムくず） 

収集運搬＜委託： 株式会社摂津清運 ＞ー・ 破砕 

収集運搬＜委託： 泉興業株式会社 ＞→ 破砕 

年
ル
 

く
 

＜委託： 株式会社摂津清運 

＜委託・ 泉興業株式会社 

2420 ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（11綿含有産業売棄物） 

収集運搬＜委託： 株式会社罵聿清運 ＞ー・ 埋立処分 ＜委託： 大栄環境株式会社 

2500 水銀使川製品産業廃棄物（ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、金属くず、廃フラステソク類） 

収集運搬く委託： 泉興業株式会社 ＞→ 再生 く委託． 株式会社ジェイ・エム・アール 

収集運搬＜委託： 興隆産業株式会社 ＞ー→ ばい焼 く委託： 野村興産株式会社 

収集運搬＜委託： 興隆産業株式会社 ＞→ 再生 ＜委託： 野村興産株式会社 

＞ー→ 再利用 

＞ーー→ 中間処理 

＞→ 再利用 

委
 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 
（管理体制図） 

取締役会 

女全環境防災部 
環境防災グループ 

報告 
紺一～・一ー“静f 

安全環境防災部環境防災グループ 
・行政への報告 
・社内調整 
・他部門への教育、指導監督 
原料一資材部 
・処理業者の選定、契約 
生産管理部 
・産業廃棄物置場の管理 
・実績集計 
各部門 
・発生量の削減、分別、自己保管場所の管理 

各部門 
（製造・その他） 



産粟廃棄物の緋出の抑制に関する事項 
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自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

一郵サ 前年摩（令和4 年胃〕 （単位 t 〕 

『
一
履
 ・塗 
帥・－ ず

 

抑
 

1

虻
 

童業廃棄物り種類 
0200~ 

嘉ミ 
り5りo 

＝一’・ンカi' 

IIEOn 

喜プ＝ス 

一「ン ”垣 

0800 

木くず 
、バレジト、 

1300 
ガラスくず、コンク 
リートくず及ぴ陶磁器 

くず 

2i00 
安定型混合 

廃棄物 

220り 

管理型混 
合廃棄物 

一，二H 

ガラスくず．コンク 

リートくず及び陶遊 

器くP（石綿含有産 

業廃奪物｝ 

2500 
水銀使用 

製品産業 
礎裏粉 巨． 

目ら再生処理を 
戸-;七童緯壷棄勃 

」＾L 

a I t 0 白 0 n 

」 『
 滋位 

奮業＃裏’ー－噴編 舞 
り3oo 
裏油 ブー －一 

ロ6o0 
喜っ’ラス 
vニ、’’師 

O8り’:-
ホどP 12

罵
 

0)
 ギ

 
J

一 

",一 ， 

一 

二300 
- ' 

『・H

’ 

ミ－ 

' 

-

一芋誉 鍋 
l4ひJ 

虻喜 

21卿 

安定型混台 
亮棄勃 

”
一
理
庭
 

帥
型
棄
 

菅
合
 

混
物
 

こ，2い 
-“ラフくfl コンう 

ジー‘くず及び陶敵 
器くf・石綿含有産 

環虞奪め 

ポ銀使用 

製品産業 
亮棄竹 

台ト 

自ら再主叱理を’一 
う童業真霧r 一量 

一 , 

リ 『； ii n 
＾

」

り

 
ロ
 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 
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自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 
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産業廃棄物の処理の委託に関する事項 
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